
 

主な感染経路 

①もともと汚染されたカキなどの二枚貝を食しての経口感染、また、感染した調理者の手指等から食品が汚染さ 

れ、それを食しての経口感染 ②感染した人の便や嘔吐物に触れ、自身の手からウイルスが口に入る接触感染 

③感染者の嘔吐物から舞い上がるウイルスを含んだ飛沫を吸いこみ口に入る飛沫感染  

感染性胃腸炎は、ウイルスまたは細菌などの病原体が、手指や食品を介して口に入り腸管で増殖し、嘔吐、

下痢をひきおこす感染症で、ノロウイルスやロタウイルスなどが多く、毎年秋から冬にかけて流行します。 

島しょの情報（11島の医療機関からの報告） ≪第９週 (２/24～3/2 )≫  

・インフルエンザの医療機関あたりの報告数は、0.00で前週同様、報告はありませんでした。 

・新型コロナウイルス感染症の医療機関あたりの報告数は、2.27で前週(2.82)より減少しています。 

油断せず状況に合わせて、手洗い・咳エチケット・部屋の換気の基本的な感染対策を続けてください。 

感染性胃腸炎が増加中！ 

感 染 症 週 報 

 
（三宅管内感染症発生動向調査報告） 

（三宅管内感染症発生動向調査より集計） 

令和 7（2025)年 第 9週 ( 2/24 ～ 3/2) 

 ) 三宅島  感染症の報告はありません 

御蔵島  感染症の報告はありません 
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https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/ 感染性胃腸炎の流行状況 

(東京都感染症情報センター) 

（参考：感染性胃腸炎について 東京都保健医療局) 

定点医療機関当たり患者報告数（東京都） 

感染性胃腸炎について 

(東京都保健医療局) 

予防のポイント 

・最も基本的な予防方法は手洗い。 

・カキなどの二枚貝は中心部まで十分加熱。湯通し程度ではウイルス等の

感染力は失われない。 

・調理に使用した器具等は、よく洗い熱湯消毒をする。 

感染の拡大防止 

・症状が回復しても数日はノロウイルスを排出する。手洗いの徹底等予防に

努める。 

・感染者の便や吐物には多くのノロウイルスが含まれる。処理の際はマスク

や手袋を着用しペーパータオルでふき取る。 

・ノロウイルスはアルコール消毒の効果が乏しい。次亜塩素酸ナトリウム 

（塩素系漂白剤）を使う。 

東京都の注目される定点把握対象疾患  ≪東京都感染症週報 第８週≫ 

・伝染性紅斑の定点当たり報告数は、0.97で前週(1.03)よりほぼ横ばい、警報が解除となりました。  

・インフルエンザの定点当たり報告数は、1.57で前週(1.63)からほぼ横ばい、今後の動向に注意が必要です。  

・感染性胃腸炎の定点当たり報告数は、13.36で前週(10.20)より増加し、今後の動向に注意が必要です。 

2024 

2025 

３月３日 金魚の日 

１１月   １２月   １月   ２月   ３月 

感染性胃腸炎 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/


令和７(2025）年 第 9 週 令和７年 2/24 ～ 3/2

6 週 7 週 8 週 8 週

RSウイルス感染症 0 (0)

咽頭結膜熱 0 (0)

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0 (0)

感染性胃腸炎 0 (0)

水　　　痘 0 (0)

手 足 口 病 0 (0)

伝染性紅斑 0 (0)

突発性発しん 0 (0)

ヘルパンギーナ 0 (0)

流行性耳下腺炎 0 (0)

ＭＣＬＳ（川崎病） 0 (0)

不明発しん症 0 (0)

インフルエンザ 56 (3)
新型コロナウイルス感染症
(COVID-19) 1 (0) 2 (2) 14 (4)

※カッコ内：御蔵島報告数の再掲

 【三宅島出張所管内】 患者報告数推移グラフ

島しょ保健所三宅出張所管内 感染症発生動向調査

三宅出張所管内　定点把握対象疾患報告数

疾病名
（小児科定点及びインフルエンザ/

COVID-19定点）

令和7(2025)年
累計

9週

令和7(2025)年
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東京都
定点あたり

▉インフルエンザ

管内は三宅・御蔵両島の発生数計

都は定点あたり発生数

▉新型コロナウイルス感染症
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※５類感染症は、感染症発生動向調査を通じ皆さまに情報提供をすることにより、

感染症の発生および、まん延・拡大を防止することが目的です。

三宅管内の感染症状況は落ち着いていますが、陽性者がいないわけではありません。

今後の患者報告数を注視し、油断せず状況に応じて、

部屋の換気・咳エチケット・手洗いの基本的な感染対策を続けてください。


